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ジ
ェ
ク
ト
〜
し
あ
わ
せ
運
ぶ
お
買
い

物
〜｣

で
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

運
営
す
る
㈱
ジ
ョ
イ
ス
が
県
内
の
全
店

舗
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
岩
手
県
庁
生
活
協
同
組

合｢

い
わ
て
け
ん
ち
ょ
う
食
堂｣

と
、

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
内
の｢

ふ
れ
あ

い
レ
ス
ト
ラ
ン
雲
の
信
号｣

が
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
寄
付
つ
き
商
品
（
メ

ニ
ュ
ー
）の
販
売
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
売
り
上
げ
の
一
部
が
募
金
さ

れ
る｢

赤
い
羽
根
自
動
販
売
機｣

（
※

飲
料
関
係
各
社
・
自
動
販
売
機
設
置
主

の
協
力
）
の
設
置
促
進
や
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム｢

岩
手
ビ
ッ
グ

ブ
ル
ズ｣

の
勝
利
募
金
、
福
祉
分
野
以

外
の
企
業
団
体
に
も
共
同
募
金
を
理

解
し
て
も
ら
う
異
業
種
交
流
会
な
ど
、

様
々
な
募
金
手
法
の
開
拓
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

地
域
み
ま
も
り
応
援
募
金
で

孤
立
す
る
人
た
ち
を
支
え
る

　

そ
し
て｢

あ
っ
た
か
い
わ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
し
あ
わ
せ
運
ぶ
お
買
い
物

〜｣

に
加
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の
告

示
を
受
け
て
、
共
同
募
金
期
間
を
拡
大

（
１
月
か
ら
３
月
ま
で
）
し
、
地
域
で

孤
立
す
る
人
た
ち
を
支
え
る｢

あ
っ
た

か
い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
地
域
み
ま

も
り
応
援
募
金
〜｣

を
実
施
し
ま
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
み
ま
も
り
応
援

募
金
は
、
県
共
募
が
募
集
す
る｢

生
活

課
題
解
決
支
援
事
業｣

で
採
択
さ
れ
た

団
体
の
活
動
に
、
寄
付
者
が
団
体
及
び

活
動
を
指
定
し
て
寄
付
す
る
募
金
で
す
。

く
、
経
済
状
況
の
悪
化
や
住
民
意
識
等

の
変
化
な
ど
を
要
因
と
し
て
募
金
額
が

減
少
す
る
中
で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
の
取
組
み
や
少
子
高
齢
化
、
過

疎
化
、
ひ
き
こ
も
り
や
生
活
困
窮
者
へ

の
対
応
な
ど
、
複
雑
か
つ
深
刻
な
課
題

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
活
動
財
源
の
確
保
が
ま
す

ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
を
重
視
し
た
新
し
い
共

同
募
金
を
志
向
し
、
県
共
同
募
金
会
・

市
町
村
共
同
募
金
委
員
会
が
策
定
し
た

｢

赤
い
羽
根
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
い
わ

て
（
平
成
26
年
度
〜
30
年
度
）」
で
は
、

基
本
目
標
と
し
て｢

地
域
で
社
会
の
生

活
課
題
に
取
組
む
市
民
・
団
体
へ
の
積

極
的
な
支
援｣

｢

新
た
な
募
金
手
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
募
金
の
増
額｣

な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

県
共
同
募
金
会
（
以
下
、
県
共
募
）

で
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た
目

標
を
達
成
す
る
た
め
、
様
々
な
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
新
た
な
募
金
手
法
の
開
拓
と

し
て
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
な
ど
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
働
し

て
募
金
の
増
額
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
岩
手
県
立
大
学
・
企
業
・

県
共
募
が
協
働
し
、
寄
付
金
つ
き
商
品

第
１
号
と
な
る
寄
付
金
つ
き
ボ
ー
ル
ペ

ン
の
開
発
・
販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、
対

象
商
品
の
売
上
げ
の
一
部
が
県
共
募
に

寄
付
さ
れ
る｢
あ
っ
た
か
い
わ
て
プ
ロ

深
刻
化
す
る
地
域
の

福
祉
課
題
を
解
決
す
る
共
同
募
金

　

今
年
も｢

じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る

し
く
み｣

を
合
言
葉
に
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
終
戦
直

後｢

国
民
の
た
す
け
あ
い
運
動｣

と
し

て
始
ま
っ
て
以
来
、
戦
後
復
興
の
一
助
と

し
て
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
60
年
以
上
を
経
て
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
し
、
地
域
に
様
々
な
福

祉
課
題
が
山
積
し
て
い
る
今
、
お
寄
せ

い
た
だ
く
募
金
の
約
７
割
は
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
が
行
う
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
子
ど
も
達
を
支
え
る
地
域
福
祉
活

動
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

残
り
の
約
３
割
は
県
全
体
の
福
祉
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
内
会
な
ど
が

行
う
活
動
の
ほ
か
、｢
災
害
等
準
備
金｣

と
し
て
災
害
時
の
備
え
の
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
こ

の
準
備
金
が
い
ち
早
く
使
え
る
お
金
と

し
て
被
災
地
を
支
え
ま
し
た
。
ま
た
平

成
25
年
の
豪
雨
・
大
雨
災
害
時
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運

営
費
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
働
し
た

募
金
手
法
を
開
拓

　

共
同
募
金
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

｢

じ
ぶ
ん
の
町
、そ
し
て
岩
手｣

を
良
く
す
る
た
め
に

赤い羽根共同募金運動開始セレモニーでは、キンダー
ホーム園児、岩手ビッグブルズ、わんこきょうだいが
募金を呼びかけました
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平成25年度の共同募金実績

赤 い 羽 根 募 金
2億2,653万円
歳末たすけあい募金
1億4,226万円

3億6,879万円
今年の目標額

赤 い 羽 根 募 金
2億3,904万円
歳末たすけあい募金
1億4,792万円

3億8,696万円

988万円

社会福祉協議会等が
実施する地域福祉活動
支援のために

１億5,742万円

ひとり暮らし高齢者・障がい者、
要保護児童等への年末の激励金、
交流事業のために

１億4,065万円

共同募金運動
推進のために

6,539万円

火災などで被災した
世帯への見舞金や
災害時の活動支援のために

1,360万円

社会福祉施設
利用者へのサービス
向上に向けた施設整備のために

ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
山
口
和
彦
代

表
取
締
役
社
長
）
は
、
昨
年
10
月
１
日

に｢

私
た
ち
は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
赤
い
羽
根
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
り
、
本
運
動
に
協
力
し
ま
す｣

と
宣
言
。
試
合
で
１
勝
す
る
ご
と
に
１
，

０
０
０
円
を
県
共
募
に
寄
付
す
る
勝
利

募
金
の
累
計
額
４
０
，
０
０
０
円
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
時
の
募
金
活
動
に
も
積

極
的
に
協
力
し
、
先
ご
ろ
は
一
定
額
以
上

募
金
し
た
来
場
者
に｢

赤
い
羽
根
募
金
、

岩
手
は
強
い
！
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ズ｣

と
書
か

れ
た
せ
ん
べ
い
２
種
類
を
配
り
ま
し
た
。

勝
利
募
金
は
今
年
度
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

経
済
界
の
団
体
も
支
援

　

地
域
福
祉
の
推
進
を
重
視
し
た
新
た

な
共
同
募
金
活
動
に
協
力
す
る
盛
岡
商

工
会
議
所
女
性
会
・
盛
岡
商
工
会
議
所

青
年
部
、
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会

な
ど
経
済
界
の
団
体
で
は
、
グ
ッ
ズ
募
金

３
６
，
０
０
０
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

し
あ
わ
せ
運
ぶ
お
買
い
物

　

｢

あ
っ
た
か
い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

し
あ
わ
せ
運
ぶ
お
買
い
物
〜｣

は
、｢

募

金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
岩
手
版
と

し
て
、
対
象
商
品
の
売
上
げ
の
一
部
が
県

共
同
募
金
会
（
以
下
、
県
共
募
）
に
寄

付
さ
れ
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
使
わ
れ

る
も
の
で
す
。

　

㈱
ジ
ョ
イ
ス
（
小
苅
米
秀
樹
代
表
取

締
役
兼
社
長
執
行
役
員
）
は
、
し
あ
わ

せ
運
ぶ
お
買
い
物
が
で
き
る
店
と
し
て
、

県
共
募
と
覚
書
を
取
り
交
わ
し
、
今
年

６
月
１
日
〜
７
月
31
日
ま
で
の
２
か
月

間
、
県
内
33
店
舗
で
対
象
商
品
（
※
４

種
類
の
飲
料
商
品
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー

ズ
㈱
が
商
品
協
力
。
１
本
に
つ
き
２
円

を
共
同
募
金
会
に
寄
付
）
を
販
売
。
募

金
運
動
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
で
飲
料
募
金

１
９
６
，
３
４
２
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

岩
手
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ズ
「
勝
利
募
金
」

　

｢

岩
手
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ズ｣

（
㈱
岩
手
ス

売
上
げ
の
一
部
が
福
祉
活
動
を
支
え
る

｢

あ
っ
た
か
い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

釜石シーウェイブスＲＦＣからの応援メッセージ

特集  地域福祉の推進を重視した新たな共同募金を目指して

 岩手県共同募金会
 今年度の目標額と使いみち

生活課題解決支援事業について

　地域福祉の応援団｢赤い羽根サポーター宣言｣から
１年、今年も共同募金への応援の一環として、イオン
スーパーセンター釜石店での街頭募金活動に取組みま
した。
　これからも私たちの熱い試合を見ていただき、地域
の皆様に元気や希望をお届けしながら、地域の福祉活
動を支援していきます。

■助成対象団体
　 県内社協、民生委員児童委員協議会、地域の福祉
向上を目的に活動している県内のＮＰＯ法人、ボ
ランティア団体

■地域から孤立する人をなくす活動（例）
　 ◎いじめ、ひきこもりに対応した地域でのサロン
活動◎経済的困窮者のための就労準備支援事業◎
障がいのある人の就労の場づくり◎ＤＶ被害者の
シェルター運営◎不登校の子どもや生活困窮家族
の子どものフリースクール◎ひきこもりの人たち
の居場所づくり◎ホームレスへの支援◎災害によ
る広域避難者に対する支援　など。

■沿岸８市町村社協が実施する東日本大震災被災
　者支援事業
　 ※助成は｢プロジェクト｣に寄せられた募金総額の
範囲内で、１団体200万円を上限に１万円単位で行
われます。
　 詳しくは岩手県共同募金会（☎019-637-8889）
にお問い合わせください。

新 し い 募 金 の か た ち
新たなパートナーと協働した募金手法の開拓①

岩手ビッグブルズから勝利募金の贈呈

㈱ジョイスから｢あったかいわてプ
ロジェクト～しあわせ運ぶお買い物
～｣による飲料募金贈呈

盛岡商工会議所女性会・青年部、岩
手商工会議所連合会からグッズ募金
贈呈
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赤い羽根３･11
いわて沿岸地域
応援募金

事業内容と助成額

３
６
０
円
▽
11
月
10
日
〜
14
日
・
定
食

５
６
０
円
▽
12
月
15
日
〜
19
日
・
丼
物

５
３
０
円
。

毎
月
メ
ニ
ュ
ー
が
替
わ
る

「
ふ
れ
あ
い
定
食
」

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
内
の｢

ふ
れ

あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン
雲
の
信
号｣

（
菊
地
孝

治
代
表
）
で
も
、
10
月
９
日
か
ら
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
定
食｣

を
ス
タ
ー
ト
。
募
金
期
間
中
、
毎
月
メ

ニ
ュ
ー
が
替
わ
る
寄
付
つ
き
定
食
（
税

込
み
７
５
０
円
で
販
売
）
の
売
上
げ
か

ら
、
20
円
が
県
共
募
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

寄
付
つ
き｢

ふ
れ
あ
い
定
食｣

の
販
売

期
間
と
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
10
月
（
鮭
の
親
子
丼
、芋
の
子
汁
、

漬
物
、
デ
ザ
ー
ト
）
▽
11
月
（
季
節
の

丼
物
、
ひ
っ
つ
み
汁
、
漬
物
、
デ
ザ
ー

ト
）
▽
12
月
（
季
節
の
丼
物
、
季
節
の

汁
物
、
漬
物
、
デ
ザ
ー
ト
）
で
す
。（
※

仕
入
れ
材
料
に
よ
り
月
内
で
も
定
食
内

容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

８
８
４
，
８
６
４
円
に
、
日
韓
共

同
募
金
会
東
日
本
大
震
災
救
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
助
成
金
等
を
加
え

た
１
８
，
０
８
０
，
０
０
０
円
を
、

左
記
の
事
業
に
助
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

募
金
で
実
施
し
た
事
業
は
、
沿

岸
８
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
復
興

状
況
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
町
で

住
民
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
を
選

ん
だ
も
の
で
す
。
次
頁
で
は
、
こ

の
う
ち
大
槌
町
社
協｢

お
お
つ
ち

ま
つ
り
で
会
い
ま
し
ょ
う
！｣

と
、

山
田
町
社
協｢

オ
レ
た
ち
自
慢
の

基
地
を
つ
く
り
た
い
〜
住
民
自
ら

作
る
い
こ
い
の
ス
ペ
ー
ス
〜｣

の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

１
食
に
つ
き
20
円
の
寄
付

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
月
間
の
10
月
９

日
、岩
手
県
庁
生
活
協
同
組
合
は｢

あ
っ

た
か
い
わ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
し
あ
わ

せ
運
ぶ
お
買
い
物
〜｣

企
画
に
よ
る
寄

付
つ
き
商
品
販
売
の
覚
書
を
県
共
募
と

交
わ
し
ま
し
た
。
寄
付
つ
き
商
品
は
、

け
ん
ち
ょ
う
食
堂
の
対
象
メ
ニ
ュ
ー
１

食
に
つ
き
20
円
が
県
共
募
へ
募
金
（
購

入
者
10
円
、県
庁
生
活
協
同
組
合
10
円
）

さ
れ
ま
す
。

　

覚
書
を
交
わ
し
た
県
庁
生
活
協
同

組
合
の
川
村
義
彦
統
括
部
長
は｢

寄
付

つ
き
商
品
が
地
域
の
福
祉
活
動
、
地
域

貢
献
に
役
立
つ
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す｣

と
述
べ
、
県
共
同
募
金
会
の
古
内

保
之
専
務
理
事
は｢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

提
案
に
全
面
協
力
し
て
頂
き
、
力
強
く

思
っ
て
い
ま
す｣

と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
寄
付
つ
き
商
品
の
販
売
期

間
と
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
10
月
14
日
〜
17
日
・
ラ
ー
メ
ン

　

県
共
募
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
沿

岸
８
市
町
村
の
地
域
福
祉
活
動
支

援
の
た
め
、
平
成
26
年
１
月
１
日

か
ら
３
月
31
日
ま
で
募
金
期
間
を

延
長
し
、｢

赤
い
羽
根
３
・
11
い

わ
て
沿
岸
地
域
応
援
募
金｣

を
実

施
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
皆
様
か
ら
応

援
を
い
た
だ
い
た
募
金
１
２
，

｢

け
ん
ち
ょ
う
食
堂｣ ｢

ふ
れ
あ
い
レ
ス
ト
ラ
ン｣

寄
付
金
つ
き
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
中

新たなパートナーと協働した募金手法の開拓②

10月９日、岩手県庁生活協同組合と
覚書を交わしました（左が川村義彦
統括部長）

ふれあいレストラン雲の信号の｢ふ
れあい定食｣

ありがとうございました

自分たちで畑作り
宮古市社会福祉協議会

作物づくりで、生きがいの提供と人と
人とのコミュニケーションの促進を図
り、誰もが復興に向けて前向きになれ
るよう支援（50万円）

おおつちまつりで会いましょう！
大槌町社会福祉協議会

町外への避難を余儀なくされている
方々を大槌祭りに招待し、大槌と避難
者の絆を繋ぐきっかけをつくる（250
万円）

～地域住民の親睦を深め、孤立を防ぐ
ために～地域行事開催のための助成金

陸前高田市社会福祉協議会

住民交流を図る地域行事開催のため助
成を実施（768万円）

「オレたち自慢の基地をつくりたい」
～住民自ら作るいこいのスペース～

山田町社会福祉協議会

町内３か所の仮設住宅敷地内に、高齢
男性が気軽に集える小屋を自分たちで
つくる（80万円）

三鉄で結ぶ地域の和
～お座敷列車deサロン～

田野畑村社会福祉協議会

全線復旧した三陸鉄道のお座敷列車を
活用してサロンを開催し、住民同士の
つながりの再構築を支援（80万円）

たまには、かえっぺし大船渡
大船渡市社会福祉協議会

市外への避難者に帰省してもらい、復
興の様子を見て、市民と交流を図り、
元気になれるよう支援（380万円）

見守りネットワーク強化事業
釜石市社会福祉協議会

サロン活動を実施するＮＰＯと仮設団
地自治会が連携し、被災者ニーズに合
わせた新たな見守りシステムを構築
し、被災者を支援（150万円）

つながる結いっこのだサロン
野田村社会福祉協議会

21地区の公民館等で毎月、ふれあいい
きいきサロンを開催し、新たな住民の
つながりを支援（50万円）

新 し い 募 金 の か た ち
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赤い羽根３･11 いわて沿岸地域応援事業

オ
レ
た
ち
自
慢
の
「
基
地
」
が
完
成

仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
高
齢
男
性

達
か
ら｢
お
茶
会
に
参
加
し
て
も
楽

し
め
な
い｣

｢

部
屋
か
ら
出
る
の
が

億
劫
だ｣
等
々
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、《
自
ら
の
力
で
解

決
す
る
た
め
の
場
所
を
、
自
ら
の
力

で
つ
く
る
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
内

３
か
所
の
仮
設
住
宅（
浦
の
浜
仮
設
、

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
、
大
浦
漁
村

セ
ン
タ
ー
仮
設
）
敷
地
内
に
、
集
え

る
小
屋（
約
８
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
）

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
材
料
を
購
入
し
、
材
料
の
刻

み
作
業
は
仮
設
住
宅
で
生
活
す
る
大

工
さ
ん
が
担
当
。
高
齢
男
性
合
わ
せ

て
約
40
人
が
約
２
か
月
掛
か
り
で
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

笑
顔
が
絶
え
な
い
ス
ペ
ー
ス

浦
の
浜
仮
設
住
宅
（
約
１
０
０
世

帯
）
敷
地
内
の
い
こ
い
の
ス
ペ
ー
ス

で
は
、
佐
々
木
茂
男
さ
ん
ら
数
人
が

集
い
、｢

久
し
ぶ
り
に
外
仕
事
を
し

て
充
実
し
た
。
天
候
を
気
に
せ
ず
集

ま
れ
る
場
所
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

遠
慮
な
く
お
茶
飲
み
が
で
き
る｣

と

話
し
、
大
工
の
佐
々
木
さ
ん
は｢

大

工
経
験
が
活
か
せ
て
良
か
っ
た｣

と

笑
顔
。

　

ま
た
、
町
営
体
育
館
そ
ば
の
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
仮
設
住
宅
（
約
１
５
５

世
帯
）
敷
地
内

の
自
慢
の｢

基

地｣

で
は
、
常

時
10
人
く
ら
い

の
住
民
が
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
を
楽

し
み
、
家
庭
的

な
雰
囲
気
。

　

蛇
石
宏
さ
ん

は｢

仮
設
以
外

の
地
区
住
民
も

集
ま
り
、
１
日
中
笑
顔
が
絶
え
な
い｣

と
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
、
民
生
委
員

の
大
宮
好
子
さ
ん
は｢

ひ
き
こ
も
り

防
止
と
絆
づ
く
り
に
役
立
ち
、
他
の

仮
設
住
宅
で
も
欲
し
い
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

事
業
担
当
課
の
佐
々
木
ま
ゆ
み
課

長
は｢

町
内
に
は
43
か
所
の
仮
設
住

宅
と
１
か
所
の
災
害
公
営
住
宅
が
あ

り
ま
す
が
、
小
屋
づ
く
り
を
通
じ
て

自
分
た
ち
の
問
題
は
自
分
た
ち
で
解

決
す
る
と
い
う
自
信
を
得
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
促
進
さ
れ
て
い
ま

す
。
部
屋
か
ら
出
る
機
会
も
増
え
ま

し
た｣

と
し
、
心
身
の
健
康
維
持
や

住
民
の
目
が
行
き
届
く
こ
と
に
よ
る

防
犯
効
果
も
期
待
で
き
る
と
話
し
て

い
ま
す
。

山
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

震
災
後
、
や
む
な
く
大
槌
を
離
れ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
方
々
が
大
勢
い

ま
す
。
避
難
者
は
故
郷
へ
の
思
い
を

募
ら
せ
、
焦
り
、
迷
い
を
抱
き
な
が

ら
、
帰
れ
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

｢

お
お
つ
ち
ま
つ
り
で
会
い
ま

し
ょ
う
！｣

は
、
こ
う
し
た
避
難
者

を
大
槌
ま
つ
り（
９
月
20
日
〜
21
日
）

に
招
待
し
、
ふ
る
さ
と
で
く
つ
ろ
い

で
も
ら
い
、
避
難
者
と
大
槌
の
絆
を

つ
な
ご
う
と
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
盛
岡
市
、
北
上
市
、
花

巻
市
、
遠
野
市
、
矢
巾
町
、
紫
波
町

に
避
難
し
て
い
る
49
名
の
方
々
。
70

歳
〜
80
歳
代
の
方
が
多
く
、
な
か
に

は
親
子
連
れ
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
神
輿
渡
御
を
見
物
し
た

り
、
他
地
区
の
避
難
者
と
情
報
交
換

し
た
り
、
友
人
と
再
会
し
た
り
、
お

墓
参
り
を
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
陸
花
ホ
テ
ル
（
旧
浪
板
観
光

ホ
テ
ル
）
で
の
交
流
会
で
は
、
碇

川
豊
町
長
か
ら
復
興
計
画
の
取
組

み
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
ま

た
、
郷
土
芸
能｢

臼
澤
鹿
子
踊｣

を

楽
し
み
、
写
真
返
却
展
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ま
ち
づ
く
り
ぐ
る
っ
と
お
お
つ
ち
）

も
開
か
れ
ま
し
た
。

復
興
を
後
押
し
し
た
い

参
加
者
か
ら
は
▽
避
難
者
同
士
が

交
流
で
き
る
事
業
▽
町
の
復
興
の
よ

う
す
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
▽

ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
復
興

を
後
押
し
で
き
る
事
業
な
ど
を
求
め

る
声
が
寄
せ
ら
れ
、
次
回
開
催
を
望

む
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

事
業
運
営
に
は
社
協
職
員
６
人
が

当
た
り
、
盛
岡
・
北
上
・
花
巻
の
３

市
社
協
が
協
力
。
総
務
課
の
川
端
伸

哉
係
長
は｢

町
外
に
避
難
し
て
い
る

方
々
に
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
大

槌
を
想
っ
て
欲
し
い
と
１
年
掛
か
り

で
準
備
し
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
た
い

と
思
え
る
町
を
つ
く
り
た
い｣

と
話

し
て
い
ま
す
。

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
ふ
る
さ
と
で
再
会

大
槌
町
社
会
福
祉
協
議
会

特集  地域福祉の推進を重視した新たな共同募金を目指して

浦の浜仮設住宅敷地内の小屋

写真は大槌町社協｢おおつちまつりで
会いましょう！｣のようす

町民グラウンド仮設住宅敷地内の小屋


